
（1）　第４１９号

令和２年７月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４１９

で
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
に
し
て
も
震
災
に
し

て
も
、
人
間
が
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
と
き
、「
普
通
に
生
活
で
き
る
こ

と
が
幸
せ
」
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
普
段

通
り
の
学
校
生
活
が
で
き
な
か
っ
た
一
学

期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
雲
北
陵
中

学
・
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
苦

し
い
中
で
も
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
幸
せ
を

発
見
し
、
プ
ラ
ス
の
方
向
に
足
を
進
め
て

　

昨
年
度
末
か
ら
私
達
の
暮
ら
し
に
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
。
感
染
拡
大
は
未
だ
に
収
束
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
新
し
い
生
活
様
式
と

い
う
制
限
つ
き
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
現

在
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
学
期
を
振
り

返
る
と
、
ま
ず
縮
小
し
た
形
で
の
始
業
式
、

入
学
式
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で

す
が
、
市
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
４
月
16
日
か
ら
臨
時
休
校
と

な
り
ま
し
た
。
通
常
授
業
が
始
ま
っ
た
の

は
、
５
月
25
日
の
こ
と
で
し
た
。

　

休
校
期
間
中
の
学
校
は
、
本
来
聞
こ
え

て
く
る
は
ず
の
音
が
全
く
聞
こ
え
な
い
空

間
で
す
。
い
つ
も
な
ら
吹
奏
楽
部
の
楽
器

の
音
、
合
唱
部
の
歌
声
、
運
動
部
の
か
け

声
な
ど
が
聞
こ
え
て
き
て
、
自
然
に
活
気

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
、
音
が
聞
こ
え
な
い
学
校
は
、
活
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
寂
し
い
空
間
で

し
た
。
現
在
は
、
通
常
通
り
の
学
校
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
休
校
期
間
中

の
学
校
行
事
等
が
中
止
ま
た
は
延
期
、
そ

一
学
期
を
振
り
返
っ
て

一
学
期
を
振
り
返
っ
て

高
校
教
頭

高
校
教
頭

森
本
　
恭
一

森
本
　
恭
一

県
総
体
代
替
大
会
結
果
速
報
！

男
・
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部〝
地
区
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
〞

し
て
、
各
種
県
大
会
や
全
国
大
会
が
軒
並

み
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
特
に

残
念
で
し
た
。
中
学
生
も
、
高
校
生
も
、

目
標
と
す
る
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

て
、
一
生
懸
命
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た

と
い
う
紛
れ
も
無
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
え
で
き
な
い
生
徒
達
の
気

持
ち
と
生
徒
を
必
死
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
ご

家
族
の
思
い
も
含
め
て
考
え
ま
す
と
、
た

だ
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
だ
け
で
、
言
葉

が
浮
か
ん
で
こ
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
は
、
代
替
大
会
が
行
わ
れ
て

い
る
競
技
も
あ
り
、
少
し
で
も
良
い
思
い

出
が
で
き
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
学
期
を
過
ご
す
中
で
生

徒
の
皆
さ
ん
は
、
前
向
き
な
姿
勢
で
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
、

ま
ず
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
中
学
３
年
生
・
高
校
１
年
生
・
高
校

３
年
生
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

学
年
や
ク
ラ
ス
を
問
わ
ず
休
校
中
の
課
題

は
き
ち
ん
と
で
き
て
い
ま
し
た
し
、
い
つ

も
よ
り
広
い
範
囲
の
期
末
試
験
の
結
果
は
、

想
定
し
て
い
た
平
均
点
よ
り
も
高
い
点
数

い
た
こ
と
は
、
本
当
に
誇
ら
し
い
こ
と
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
短
い
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
つ
つ
、
休
め

る
と
き
に
は
し
っ
か
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
学
期
も
皆
さ
ん
の
学
校
生
活
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
で
し

っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
夏
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

７
月
23
･
24
日　
　
　
　
　
　

於　

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

【
男
子
】

１
回
戦　

本
校　

138

－

47

出
雲
西

準
決
勝　

本
校　

147

－

59

大　

社

決　

勝　

本
校　

119

－

59

三
刀
屋

○

大
会
総
評

　

久
し
ぶ
り
の
試
合

の
中
、
生
徒
達
は
最

後
ま
で
全
力
で
プ
レ

ー
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
の
大
会
は

未
定
で
あ
る
が
、
ウ

イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出

場
を
目
指
し
、
毎
日

の
練
習
に
精
進
し
て

い
き
た
い
。

　

当
日
は
３
年
生
の

保
護
者
の
皆
様
に
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（

顧
問　

手
島
幹
人
）

【
女
子
】

１
回
戦　

本
校　

88

－

39

三
刀
屋

準
決
勝　

本
校　

63

－

58

大　

社

決　

勝　

本
校　

64

－

53

出
雲
商
業

○

大
会
総
評

　

準
決
勝
の
大
社
戦

で
は
思
う
よ
う
に
プ
レ

ー
で
き
ず
苦
し
い
場
面

も
あ
っ
た
が
、
３
年
生

の
思
い
の
こ
も
っ
た
プ

レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、

相
手
に
一
度
も
リ
ー
ド

を
許
さ
ず
勝
つ
こ
と
が

で
き
た
。
決
勝
戦
で
も

本
校
ら
し
く
ひ
た
む
き

に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
年
生
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
後
輩

は
ぜ
ひ
と
も
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
。

　

当
日
は
３
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
か
ら

応
援
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）



第４１９号　（2）

陸
上
競
技
部

第
74
回
島
根
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

時　

７
月
18
･
19
日

於　

松
江　
　
　
　

松
本
優
大（
3-2 

平田
） 

100
ｍ　

自
己
記
録
更
新

水　

歩
夢（
2-1 
平田
）

 
800
ｍ
・
1500
ｍ　

自
己
記
録
更
新

○

大
会
総
評

　

待
ち
わ
び
た
大
会
に
出
場
で
き
る
喜
び
と

共
に
、
自
己
記
録
を
更
新
し
た
喜
び
を
か
み

し
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

に
、
新
た
な
生
活
様
式
に
沿
う
形
で
行
わ
れ

た
大
会
と
な
っ
た
。一
番
辛
か
っ
た
の
は
、レ

ー
ス
中
に
声
援
が
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、

自
己
記
録
を
大
き
く
更
新
し
、
今
後
の
大
会

出
場
を
控
え
る
部
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、松
本
は
高
校
三
年
間
の
部
活
動
、そ

し
て
陸
上
競
技
の
集
大
成
と
し
て
よ
く
頑
張

り
、
後
輩
部
員
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

野　

球　

部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
夏
季
野
球
大
会

時　

７
月
17
日　
　

於　

県
立
浜
山
球
場

１
回
戦（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

邇
摩　

２
０
１
１
４
０
０　

８

本
校　

０
１
０
０
０
０
０　

１

○

大
会
総
評

　

３
年
生
６
名
を
中
心
に
今
大
会
を
戦
っ
た

が
、
結
果
は
７
回
コ
ー
ル
ド
負
け
と
、
秋
の

大
会
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
大
会
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
選
手
達
に
と

っ
て
、
と
て
も
よ
い
場
と
な
っ
た
。
３
年
生

の
後
ろ
姿
を
追
い
続
け
た
下
級
生
達
が
、
野

球
部
を
躍
進
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

（
監
督　

畑　

宗
一
郎
）

テ

ニ

ス

部

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
室
内
選
手
権
県
予
選

時　

７
月
26
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

石
川
泰
丞（
1-2 

北陵
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
２
回
戦
敗
退

中
・
高
テ
ニ
ス
部

Ｕ
15
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
県
予
選

時　

７
月
18
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
１
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
１
回
戦
敗
退

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
夏
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

個
人
戦　

時　

７
月
19
日　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
打
ち
切
り
）

団
体
戦　

時　

７
月
24
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
中
止
）

　

個
人
戦
に
は
１
、２
年
生
と
３
年
生
４
名

が
出
場
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
高
校
最

後
の
個
人
戦
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
培
っ
た
技
術
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
山

崎
陽
登（
3-5 

斐西
）・
杉
本
啓
佑（
3-5 

羽須美
）
ペ
ア
が
決

勝
へ
、
奥
井
寛
太（
3-5 

出南
）・
白
築
椋
真（
3-5 

河南
）

ペ
ア
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。
残
念
な
が
ら

雨
天
の
た
め
順
延
し
、
そ
の
後
の
日
程
も
天

候
不
良
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
後
輩
達
の
目

標
と
な
る
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

中
国
選
抜
大
会

の
敗
戦
か
ら
の
大

き
な
変
化
と
成
長

を
全
国
大
会
の
舞

台
で
発
揮
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
心

残
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
費
や
し
た

時
間
、
経
験
は
間
違

い
な
く
生
徒
達
の

財
産
で
あ
り
、
成
長

の
証
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
は
進
路
決
定

に
向
け
て
自
信
と

誇
り
を
持
っ
て
歩

ん
で
欲
し
い
。

【
３
年
生
７
名
】

手
銭
元
輝（
3-2 

出一
）、
出
川
拓
真（
3-3 

斐東
）、

安
田　

稜（
3-5 

大社
）、
奥
井
寛
太
、
白
築
椋
真
、

杉
本
啓
佑
、
山
崎
陽
登

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

高
校
３
年
生
保
護
者
対
象

進
路
保
護
者
会
及
び

進
学
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
の
開
催

　

６
月
27
日
、
進
路
保
護
者
会
及
び
進
学
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
開
催
と
な
り
、

３
密
を
避
け
る
た

め
、
座
席
の
間
隔

を
空
け
二
会
場
で

ズ
ー
ム
を
使
っ
た

生
配
信
を
行
っ
た

り
、
保
護
者
面
談

は
ア
ク
リ
ル
板
を

は
さ
ん
で
行
う
な

ど
配
慮
し
た
。

　

ま
た
進
路
保
護

マネープラン

者
会
に
先
立
ち
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
長
尾
真
一
先
生
を
お
迎
え
し
て
進

学
希
望
の
生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に

「
進
学
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
」
を
開
催
し
、教

育
費
の
現
状
と
各
種
奨
学
金
制
度
等
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
進
学
と
就
職
に
分
か
れ
て
進
路

保
護
者
会
を
開
催
し
、
各
部
長
か
ら
こ
れ
か

ら
の
ポ
イ
ン
ト
説
明
が
あ
っ
た
。
終
了
後
は

ク
ラ
ス
担
任
と
の
個
人
面
談
も
行
っ
た
。

部
活
動
体
験

中
学
生
対
象

部
活
動
体
験

中
学
生
対
象

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中

学
生
対
象
に
部
活
動
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

部 活 動 名

○
○
○
×
○
○
○
×
○
○
○
○
○

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

男子バスケットボール部
女子バスケットボール部
サッカー部
テニス部（男子・女子）
男子ソフトテニス部
女子ソフトテニス部【新設】

陸上競技部
硬式野球部
なぎなた部
卓球部
吹奏楽部
合唱部
美術部

○
○
×
○
×
×
○
○
○
○
○
×
○

実施部活動一覧
８／２２（土） ８／３０（日）



（3）　第４１９号

特
別
進
学
コ
ー
ス 

授
業
体
験

特
別
進
学
コ
ー
ス 

授
業
体
験

時　

６
月
24
日　
　

於　

高
校
南
棟
校
舎

　

本
校
の
中
学
３
年
生

21
名
が
参
加
し
、
特
別

進
学
コ
ー
ス
の
授
業
体

験
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
進
路
指
導

部
長
岡
先
生
と
特
別

進
学
コ
ー
ス
２
年
生
の

生
徒
に
よ
る
コ
ー
ス
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
数
学
・
日
本

史
・
地
理
の
授
業
見
学
、

英
語
と
化
学
の
授
業
体
験
に
参
加
し
た
。
中

学
生
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
高
校
生
活
の
イ
メ

ー
ジ
が
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
鮮
明
な
も
の

と
な
っ
た
。

【
生
徒
感
想（
一
部
抜
粋
）】

　
「
中
学
と
同
じ
く
、ス
ク
リ
ー
ン
を
使
う
こ

と
が
多
く
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い
授
業
を

し
て
い
ま
し
た
。」

　
「
今
回
、
授
業
を
体
験
し
て
、
今
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
所
や
、
何
と
な
く
理
解
し
て

終
わ
っ
て
い
た
所
も
ち
ゃ
ん
と
理
解
で
き
て
、

す
ご
く
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。」

中
学
校

中
学
１
年
生  

礼
法
指
導

中
学
１
年
生  

礼
法
指
導

　

６
月
15
日（
月
）
７

限
、
道
徳
の
時
間
を
使

っ
て
中
学
１
年
生
を
対

象
に
礼
法
指
導
を
実
施

し
た
。

　

礼
法
主
任
の
井
上
先

生
よ
り
本
校
創
立
に
関

す
る
歴
史
、
校
訓
「
柔

し
く
剛
く
」
の
意
味
を

教
わ
っ
た
。
ま
た
、
礼

な
ぜ
学
ぶ
の
か
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
、

一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
会
社
が
倒
産
し
た
り
、
店
が
潰
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
今
こ
こ

で
勉
強
で
き
る
自
分
は
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

７
月
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
九
州
で
豪
雨

と
な
り
、
住
む
場
所
が
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
だ
か
ら
、
今
僕
達
が
水
道
水
を
飲
む

こ
と
や
、
電
気
が
つ
く
こ
と
や
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

が
使
え
る
こ
と
も
、
と
て
も
幸
せ
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
に
気
づ
い
た
。
ま
た
、

自
分
は
支
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

友
達
や
家
族
、
地
域
の
人
な
ど
を
支
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

僕
は
こ
れ
か
ら
、
た
だ
人
を
見
つ
め
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
感
じ
取
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
。

海
野
嘉
宣（
中1
塩冶
）

テ

ニ

ス

部

Ｒ
Ｓ
Ｋ
杯
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

島
根
県
予
選

時　

７
月
25
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
２
回
戦
敗
退

時　

間
：
９
時
〜
12
時

対　

象
：
小
学
校
４
〜
６
年
生

持
ち
物
：
タ
オ
ル

定　

員
：
30
名
程
度

時　

間
：
13
時
〜
15
時

対　

象
：
小
学
校
４
〜
６
年
生

持
ち
物
：
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

定　

員
：
15
名
程
度

③
ミ
ニ
水
族
館
を
作
ろ
う

時　

間
：
9
時
〜
16
時

対　

象
：
小
学
校
４
〜
６
年
生

④
入
学
相
談
（
８
月
７
日
も
実
施
）

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
土
器
を
作
ろ
う

時　

間
：
13
時
〜
16
時

対　

象
：
小
学
校
６
年
生

持
ち
物
：
読
み
終
え
た
本
、
筆
記
用
具
、

　
　
　
　
付
せ
ん
、原
稿
用
紙
（
４
〜
５
枚
）

定　

員
：
15
名
程
度

②
読
書
感
想
文
に
挑
戦
し
よ
う

時　

間
：
９
時
〜
12
時

対　

象
：
小
学
校
６
年
生

持
ち
物
：
読
み
終
え
た
本
、
筆
記
用
具
、

　
　
　
　
付
せ
ん
、原
稿
用
紙
（
４
〜
５
枚
）

定　

員
：
15
名
程
度

①
読
書
感
想
文
に
挑
戦
し
よ
う

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
作
ろ
う

時　

間
：
13
時
〜
15
時

対　

象
：
小
学
校
４
〜
６
年
生

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
彫
刻
刀
セ
ッ
ト

定　

員
：
15
名
程
度

時　

間
：
13
時
〜
15
時

対　

象
：
小
学
校
４
〜
６
年
生

持
ち
物
：
な
し

定　

員
：
15
名
程
度

③
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
楽
器
を
作
ろ
う

出
雲
北
陵

中
学
校

小
学
生
対
象

夏
休
み

学
習
応
援
教
室

夏
休
み

学
習
応
援
教
室

８
月
６
日
㈭

８
月
７
日
㈮

ＺＯＯＭを利用した合同道徳

合同道徳　ホールにて

の
仕
方
、
起
立
の
姿
勢
、
そ
し
て
服
の
た
た

み
方
の
実
習
も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。交

通
安
全
教
室
開
催

止まれ

　

７
月
27
日（
月
）
２
限
、
交
通
安
全
教
室

が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
３
密
を
避
け

る
目
的
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
リ
モ

ー
ト
講
義
の
形
を
と
り
、
１
年
生
と
２
年
２

組
は
北
陵
ホ
ー
ル
で
、
２
年
１
組
と
３
年
生

は
各
教
室
で
受
講
し
た
。
出
雲
警
察
署
交
通

課
の
古
川
祐
貴
様
が
講
師
と
し
て
来
校
さ
れ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
用
い
て
生
徒
へ
分

か
り
や
す
く
交
通
ル
ー
ル
等
、
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
。

〈
生
徒
感
想
〉

　

自
転
車
は
人
を
殺
し
て
し
ま
う
凶
器
に
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
人
と
ぶ
つ
か
っ

て
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
死
亡
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
賠
償
金
を
支
払
っ
た
り
、
学
校
や
会

社
に
も
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
自
分
だ
け
で
な
く
相
手
に
も
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
活
副
委
員
長　

佐
々
木
凱
音
）

「
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
」

　
　

〜
な
ぜ
人
は
学
ぶ
の
か
〜

時　
　

７
月
６
日　
　
　
　

講
師　

菅
田
修
司
教
頭
先
生

　
「
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
材

で
、
菅
田
教
頭
先
生
に
よ
る
合
同
道
徳
が
行

わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

か
ら
、
当
た
り
前
の
大
切
さ
、
そ
し
て
人
は

第
1
回 

合
同
道
徳

第
1
回 

合
同
道
徳



第４１９号　（4）
　

臨
時
休
校
中
の
課
題
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
記
事
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
を

見
て
、「
い
い
な
」
と
感
じ
た
話
や
こ
と

ば
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
こ
と
ば

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
ｋ
ｅ
ｍ
ｉ
ｏ
さ
ん

の
「
悲
し
く
な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
す
る
の
は
ウ
イ
ル
ス
の
思
う
つ
ぼ
」
と

い
う
こ
と
ば
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
理
由

　

私
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

学
校
が
休
み
に
な
っ
て
、
友
達
と
会
え
な

く
な
っ
た
り
、
楽
し
い
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

が
な
く
な
っ
た
り
し
て
悲
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
り
、
自
分
や
家
族
が
感
染
し
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
な
気
持
ち

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。し
か
し
、ｋ
ｅ
ｍ

ｉ
ｏ
さ
ん
の
動
画
を
見
て
、
悲
し
ん
だ
り

し
て
も
ウ
イ
ル
ス
の
思
う
つ
ぼ
な
ん
だ
か

ら
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
も
っ
と
楽
し
い
こ

と
を
考
え
た
り
、
明
る
い
気
持
ち
で
や
っ

て
い
か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
に
共

感
し
、
休
校
中
も
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ

の
こ
と
ば
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

松
井
美
柑（
中3 

飯梨小
）

作
品
と
研
究

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
話

　

ご
み
収
集
員
に
届
い
た
住
民
か
ら
の
あ

た
た
か
い
手
紙
に
感
動
の
声
と
い
う
記
事

で
す
。
感
染
の
危
険
を
伴
い
な
が
ら
の
作

業
で
大
変
な
時
に
、
感
謝
と
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
綴
ら
れ
、「
あ
め
を
食
べ
て
一
息

つ
い
て
く
だ
さ
い
。」と
あ
め
も
添
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
話
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
理
由

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

た
め
外
に
出
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、
外
に

出
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
感
染
へ

の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
働
く
ご
み
収
集
作

業
員
に
宛
て
た
住
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
と
て
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
達

が
生
活
し
て
い
く
上
で
ゴ
ミ
は
必
ず
出
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
く

だ
さ
る
作
業
員
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
一
度
に
大
量
に
出
す

こ
と
を
避
け
、
作
業
員
の
方
へ
の
負
担
と

感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
は
、
僕
達
が

で
き
る
こ
と
で
す
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば

い
い
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、
助
け
合
い

の
心
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

柳
樂
俊
輔（
1-3 
平田
）

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
話

　

動
画
の
投
稿
者
が
、「
こ
れ
く
ら
い
な
ら

い
い
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
へ
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
お
ら
れ
た
話
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
理
由

　

朝
の
テ
レ
ビ
番
組
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
重
症
化
し
た
人

の
訴
え
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。

動
画
の
投
稿
者
タ
ラ
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ラ
ン

グ
ス
ト
ン
さ
ん
が
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
苦
し

そ
う
に
し
て
い
る
映
像
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
身
体
に
何
本
も
の
管
が
挿
さ
れ
て
い

る
彼
女
は
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
、
私
を
み
て

く
だ
さ
い
。」
と
自
分
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
辛
そ
う
な
声
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

集
中
治
療
室
で
自
分
の
苦
し
そ
う
な
姿
を

撮
影
し
て
ま
で
、
こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿

を
見
て
、
感
動
し
ま
し
た
。

 

青
木
快
生（
1-4 

出南
）

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
こ
と
ば

　
「
小
さ
な
気
遣
い
が
大
き
な
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
な
ん
と
か

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
ば
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
理
由

　

私
に
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
け
れ
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
気
を
配
り
、
お
互
い
を
思

い
合
え
ば
必
ず
成
果
は
出
る
は
ず
で
す
。

私
が
マ
ス
ク
を
つ
け
た
り
、
不
要
不
急
の

外
出
を
避
け
た
り
、
手
洗
い
や
う
が
い
を

す
る
こ
と
は
、
自
分
に
で
き
る
本
当
に
小

さ
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
の
一
つ
ひ
と
つ

の
行
動
が
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や

大
切
な
人
々
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
終

わ
る
か
分
か
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
す
が
、
私
な
り
に
責
任

あ
る
行
動
を
心
が
け
よ
う
と
の
思
い
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。

 

安
部
友
那（
1-4 

松四
）

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
こ
と
ば

　
「
正
義
だ
と
思
う
と　

加
虐
の
ブ
レ
ー

キ
が
壊
れ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
。

「
い
い
な
」
と
感
じ
た
理
由

　

こ
の
こ
と
ば
は
、ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
、自

粛
警
察
と
い
う
人
々
に
向
け
ら
れ
た
コ
メ

ン
ト
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
っ
て
、
不
安
に
な
っ
た
人
々
が

先
に
書
い
た
自
粛
警
察
や
、
県
外
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の
車
へ
の
い
た
ず
ら
に
走
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
世
間
が

不
安
定
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
行
動

を
し
っ
か
り
顧
み
て
、
正
義
や
悪
と
い
っ

た
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
は
な
く
、
広
い
視
野

を
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

山
根
麻
由
美（
1-6 

出三
）

今月の
 1枚
「
シ
ル
エ
ッ
ト
の
学
習
」

田
部　

愛
華

（3-6）出一


